
　　　　　　　　　　　山 城 地 域 振 興 計 画(中間案）

２ 

 
 

めざす地域の将来像 

将来像を実現するための施策の基本方向と具体的施策の展開 

 人がつながり支え合う、活力・協働・安心の山城交流圏 

豊かな自然と歴史、地域を彩る文化が 
うるおいとふれあいを生み出す地域 

地域産業の強み・知恵と力を磨き
京都府経済をリードする地域 

だれもが思いやりのこころでつながり、互い
に連携し、安心していきいきと暮らせる地域 

（４）地域の資源を活かした「やましろ観光」の推進 
  ○着地型ニューツーリズムなど地域の観光資源の魅力を高める取組を推進 
  ○ＪＲ奈良線沿線観光キャンペーン促進協議会等と広域観光連携体制を整備 

（５）共に進める豊かな森と里づくり 
  ○モデルフォレストの推進とウッドマイレージCO2認証制度による地域産木材の利用 
  ○放置竹林の拡大防止と竹の利活用 
  ○野生鳥獣被害に強い地域づくり 
  ○ふるさと保全・地域力・里山再生機能の構築 

（６）地域を彩る文化の育成と新たな創造 
  ○国民文化祭を契機とした地域文化の振興と文化を担う人づくり 
  ○伝承文化の再発見、市民文化の醸成による人と人が支え合う地域づくり 

  ○ＮＰＯ等地域団体と共に育む地域文化 

（７）山城の豊かな自然と人が共生する環境の保全 
  ○多様な自然の特性に応じた環境保全 
  ○農山村の良好な景観の保全・創造 

将来像２ 

（８）「宇治茶の郷づくり」の推進 
   ○香り高い宇治茶の生産振興 
   ○宇治茶の歴史と文化の再発見の推進 

（10） 地域経済の活性化と雇用を創出する元気なやましろ企業づくり 
  ○やましろ企業のブランド力強化と小規模企業のステップアップ 
  ○学術研究施設の集積を活かした産学公連携の推進 
  ○立地企業の定着 

（11）地域の未来を拓く「関西文化学術研究都市」 
  ○「けいはんなエコシティ推進プラン」の推進   
  ○新産業の創出、企業立地促進による地域の活性化 
  ○学研都市の活動を支える基盤整備 

（12）地域交流・活性化を促す交通基盤の整備 
  ○地域交流を促す京都第二外環状道路、ＪＲ奈良線の複線化等広域交通網の整備促進 
  ○地域活性化のための幹線道路等の整備推進、歩道整備・段差解消等バリアフリー対策 
  ○徒歩、自転車、公共交通の利用促進・転換を促す取組等ソフト施策の推進 

（13）安心・安全とうるおいのある空間の創出 
  ○河川・砂防施設等の整備などゲリラ豪雨等に対応する総合的な治水対策 
  ○リアルタイムの河川映像情報の提供等防災情報の提供と情報ネットワークの強化 

（３）郷土を愛し、世界にはばたく子どもの育成 
  ○家庭・地域社会の関係機関、団体等と社会全体で子どもを育てる環境づくりの推進 
  ○研究施設や企業等の専門知識を活用した科学好き、ものづくり好き子どもの育成 
  ○伝統文化・地域産業を活用した「地域学習」の推進等によるふるさと意識の醸成 
  ○駅伝の開催等による児童生徒の体力の向上 

（１） 健康長寿の地域づくりの推進 
  ○生涯を通じた健康づくりの推進 
  ○地域における保健・医療・福祉・介護連携体制の整備 
  ○感染症対策等健康危機に強い地域づくり 

（２）子どもや障害者などだれもが安心して生活できる環境づくり 
  ○地域の子育て支援と児童虐待防止 
  ○障害児・者の地域生活支援 
  ○ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 

将来像１ 将来像４ 

 

共通コンセプト 

施策の基本方向４ 

  安全な暮らしと、ひと・もの・情報が 

  行き交う活力ある地域の創出 

施策の基本方向１ 

  豊かな未来につなげる人づくりと 

  健康で互いに支え合う安心社会の実現 

施策の基本方向２ 

 豊かな自然環境と磨き上げた文化が織りなす 

  山城交流圏の形成  

   地域力でつながり、支え合う山城ならではの「活力・協働・安心」の地域共生社会の構築  
        だれもが、生き甲斐を持って活き活きと安心して暮らせる地域を構築するため、地域の課題解決に向けて、 

         住民、ＮＰＯ等地域団体、大学、企業、行政等が、お互いに人権を尊重し、地域社会の一員として、協働して計画を推進していきます。 

 
◆京都・奈良・大阪の都市間に位置し、交流・発展する地域 
◆最先端の科学と技術、ものづくりが融合した地域 
◆歴史と自然、文化に育まれた多様な特性を持つ地域 
◆宇治茶、企業、大学、歴史資産、農林業、そして地域の人
の力が財産となっている地域 

山城の強みを活かした取組 強み 

全ての施策に共通
の取組 

（９） 安心・安全なやましろ農産物づくりと担い手対策の推進  
   ○安心・安全で新鮮なやましろ農産物の生産・供給体制の強化（地産地消の推進） 
   ○地域の農産物生産を支える担い手の確保・育成 

環境・アグリバイオパーク構想 
   関西文化学術研究都市におい
て、環境・アグリバイオの研究拠点
を整備し、関連する研究機関や研
究開発型産業施設が集積する国際
的な産業エリアを形成 

施策の基本方向３ 

  新たな知恵や価値を生み出し 

  京都府経済をリードする成長軸の構築 

ひと、もの、情報が交流し、 
新たな活力を生み出す地域 

将来像３ 

宇治茶の郷づくり構想 
 日本を代表するブランドである宇
治茶を核として、JR奈良線の複線
化とタイアップしながら、観光振興、
ブランド農産物輸出、集客ビジネス
などを一体的に推進 

 次世代ものづくり産業創造拠点構想 
  京都市の高度集積地区と関西文化学
術研究都市とに挟まれた地域で、発達し
た交通網と大学等の集積を活かし、IT関
連、試作産業、健康(ウエルネス)関連、
ゲーム・アニメなど、 次世代ものづくり産
業の一大拠点を形成 

学術研究・未来の都構想 
    関西文化学術研究都市にお
いて、世界レベルの情報、環境、
健康(医療)、農業(食)等に関する
科学技術の粋を結集し、科学技
術と生活文化が融合した新たな
都市を創造 


